
村民の森あいの沢にて「永井川カフェ」
　「ゆかいなしあわせカフェ永井川」では、毎月さ
まざまな内容で交流会を企画し開催しています。
　８月７日の「移動カフェ」では、13人の参加者が

「村民の森あいの沢」を訪れました。同所は今年
７月に「農業研修館きらり」が開所するなど、再整
備が進められています。一行は散策を兼ねて視
察を行い、昼食はエリア内の施設、民家園にて流
しそうめん。にぎやかに会話も弾んで、楽しいひと
ときを過ごしました。

話題のパレット

映画「生きて、生きて、生きろ。」を上映農×デザイン塾2024＠図図倉庫
　８月12日、映画「生きて、生きて、生きろ。」の自主上
映会が実行委員会の主催で開催されました。会場
の図図倉庫には村内外から約50人が集まりました。
　この映画は、震災から13年が経過する福島で
遅発性PTSD（心的外傷後ストレス障害）になお苦
しむ人 と々、共に生きる医療従事者とを記録したド
キュメンタリー。上映後、映画に登場する医療従事
者の１人、米倉一磨さんと杉岡村長が対談し、映画
に重ねてそれぞれの被災体験を振り返りました。

　８月５日からの５日間、図図倉庫を運営する合同
会社MARBLiNGが、学生・院生を対象に『農×デ
ザイン塾』を開催。11人の参加者が村内ツアーで学
びを深め、「農」をテーマに商品開発や販売手法の
考案に取り組みました。活動は、９月28日・29日に双葉
町を中心に開催される「HAMADOORI CIRCLE
２０２４」の出展に向けて継続します。参加者の一
人、坂田真紀さんは、「密度の高い活動ができまし
た。村の方のお話を聞き、高齢の方からも生命力や
エネルギーを感じました。風景は至る所がきれいで、
そこにも人の力を感じました」と話していました。
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 一般財団法人飯舘村振興公社（農業部門）

休耕地が息を吹き返し、里山の風景を取
り戻しています。写真は深谷地区。

花畑で作業をしていた新人の齊藤和哉さ
ん（深谷）。「やりがいのある仕事です」

振興公社の事務所は旧草野小学校の校舎内にあ
ります。職員の皆さんが次々に現場から戻って来
る夕刻、敷地内に並ぶ大型車両の前で。
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「健やか会」が交流イベントを開催
　７月30日、「健やかに暮らせるいいたての会」が、
村の学童保育と川俣ジュニアボランティア、復興公営
住宅壁沢団地（川俣町）の入居者を招き交流会を開
催しました。飯舘村と川俣町、双方の社会福祉協議
会が協力しました。交流センター「ふれ愛館」では、
酒百宏一さんによる「までい花プロジェクト」のワーク
ショップ。村で採集された木の葉を色鉛筆で写し取り
「までい花」の製作を楽しみました。また、昼食は「村
民の森あいの沢」で流しそうめんを味わいました。

飯舘村振興公社の農業部門では、企業雇用型
地域おこし協力隊を募集しています。（協力隊
応募の詳細については「いいたて移住サポー
トセンター「３ど°」☎0244-68-2850まで）
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東京藝術大学の大学院で学ぶ坂田さん
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